
抄
　
物
　
雑
　
考

土
　
井
　
洋
　
一

は
じ
め
に

　
筆
者
は
、
「
本
能
寺
門
前
版
の
版
式
－
毛
詩
抄
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
『
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
二
〇
』
一
九
七
三
年
度
刊
）

の
小
論
で
、
主
に
、
版
式
の
差
異
を
手
懸
か
り
と
し
た
考
察
を
通
じ
、
本
能
寺
門
前
版
の
抄
物
は
、
『
古
文
真
宝
抄
』
・
『
孟
子

抄
』
．
『
周
易
抄
』
．
『
毛
詩
抄
』
・
『
日
本
書
紀
抄
』
の
順
に
、
ほ
ぼ
連
続
し
て
開
版
さ
れ
た
こ
と
を
論
じ
、
合
わ
せ
て
、
「
抄
物
古

活
字
版
目
録
」
を
未
定
稿
と
断
っ
た
上
で
併
載
し
た
。

　
版
式
を
手
懸
か
り
と
す
る
研
究
で
は
、
時
を
接
し
て
、
渡
辺
守
邦
氏
に
、
「
版
面
を
読
む
」
（
『
文
学
』
五
一
・
四
。
『
古
活
字
版

伝
説
』
日
本
書
誌
学
大
系
五
四
に
再
録
）
が
あ
り
、
手
懸
か
り
と
し
て
有
効
な
手
段
で
あ
る
こ
と
を
確
信
す
る
に
至
っ
た
。

　
右
の
論
を
な
す
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
二
点
が
そ
の
機
縁
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
第
一
は
、
弘
文
荘
伸
壮
王
、
故
反
町
茂
雄
氏
の
格
別
の
ご
配
慮
に
よ
っ
て
、
同
氏
が
長
年
に
亘
っ
て
蒐
集
し
、
敬
愛
し
て
止

ま
な
か
っ
た
古
活
字
版
四
五
〇
点
余
り
を
、
昭
和
四
七
年
並
び
に
四
九
年
の
年
頭
に
、
一
括
し
て
売
立
て
る
に
先
立
ち
、
そ
の
総

て
に
つ
い
て
、
閲
覧
調
査
の
便
宜
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
当
時
の
国
文
学
科
主
任
大
野
晋
教
授
の
発
案
で
あ
っ
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抄物雑考（上井）

た
が
、
斯
界
の
研
究
に
寄
与
す
る
形
で
全
体
像
が
保
存
さ
れ
る
の
は
、
反
町
氏
に
と
っ
て
も
願
わ
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
に
違
い
な

い
。
一
連
の
成
果
は
、
反
町
文
庫
と
し
て
、
日
本
語
日
本
文
学
科
に
帰
属
し
て
い
る
。
爾
来
四
半
世
紀
が
経
過
し
た
今
、
こ
と
の

次
第
の
一
端
を
記
し
て
お
く
。

　
先
の
小
論
で
、
木
室
二
兵
衛
・
陰
山
玄
佐
の
開
版
本
に
一
部
言
及
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
寛
永
元
年
に
刊
行
の
『
明
徳
記
』

調
査
が
切
っ
掛
け
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
第
二
は
、
武
田
薬
品
工
業
の
厚
意
に
よ
っ
て
、
杏
雨
書
屋
が
所
蔵
す
る
医
書
の
閲
覧
利
用
が
許
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
成
果
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
「
抄
物
古
活
字
版
目
録
」
の
作
成
が
可
能
と
な
っ
た
と
も
言
え
る
。
但
し
、
所
蔵
書
整
理
の
段

階
で
、
非
公
開
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
に
拠
っ
て
立
て
た
項
目
に
つ
い
て
、
敢
え
て
所
蔵
者
名
を
伏
せ
る
処
置
を
取
っ
た
。

　
苑
に
、
と
も
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

　
本
稿
で
は
、
加
除
訂
正
を
施
し
た
目
録
を
再
録
し
、
木
室
二
兵
衛
・
陰
山
玄
佐
の
開
版
本
へ
の
言
及
に
関
し
て
、
鈴
木
博
氏
か

ら
提
出
さ
れ
た
疑
問
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
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二
　
古
活
字
版
目
録

　
掲
載
に
当
た
っ
て
の
方
針
は
前
稿
に
倣
う
。

　
書
名
は
原
則
と
し
て
巻
頭
に
拠
る
。

　
有
刊
記
版
は
原
刊
記
を
「
　
」
で
記
し
、
無
刊
記
版
は
匡
郭
及
び
抄
文
の
行
数
に
よ
っ
て
区
分
す
る
。
書
誌
的
に
は
開
版

年
月
の
差
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
版
式
面
で
の
比
較
的
明
瞭
な
差
異
に
基
づ
い
て
区
分
す
る
に
留
め
た
。



抄物雑考（土井）

従
っ
て
、
開
版
の
先
後
と
は
直
接
関
係
し
な
い
。
な
お
、
原
刊
記
中
の
「
刊
」
を
「
刊
」
で
代
用
し
た
。

　
配
列
は
国
書
（
但
し
、
原
和
文
体
を
除
い
た
）
・
漢
籍
に
次
ぎ
、
仏
典
・
医
書
を
別
掲
す
る
。
特
に
医
書
は
、
特
殊
語
彙

の
史
料
と
し
て
も
、
今
後
の
研
究
に
侯
つ
と
こ
ろ
が
大
き
い
分
野
で
あ
る
か
ら
、
仮
名
書
き
文
献
は
、
い
わ
ゆ
る
抄
物
の
形

態
を
採
ら
な
い
も
の
も
含
め
た
。

　
前
稿
で
は
、
そ
の
大
半
を
川
瀬
一
馬
博
士
の
『
舗
古
活
字
版
之
研
究
』
（
以
下
〈
川
瀬
〉
と
略
称
）
に
依
拠
し
、
影
印
本

『
中
華
若
木
詩
抄
』
（
勉
誠
社
刊
）
所
収
の
「
抄
物
研
究
図
書
論
文
目
録
」
（
中
田
祝
夫
・
今
村
千
草
編
）
記
載
の
諸
論
文
な

ど
で
補
っ
た
も
の
な
ど
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
注
記
を
加
え
な
か
っ
た
。

　
本
稿
で
は
、
『
弘
文
荘
古
活
字
版
目
録
』
（
弘
文
荘
一
九
七
二
年
刊
。
以
下
〈
目
録
〉
と
略
称
）
に
加
え
、
新
た
に

『
杏
雨
書
屋
蔵
書
目
録
』
（
武
田
科
学
振
興
財
団
一
九
八
二
年
刊
。
以
下
〈
杏
雨
〉
と
略
称
）

『
龍
門
文
庫
善
本
書
目
』
（
坂
本
龍
門
文
庫
一
九
八
二
年
刊
。
以
下
〈
龍
門
〉
と
略
称
）

柳
田
征
司
「
医
家
の
抄
物
・
一
斑
」
（
『
近
代
語
研
究
』
六
。
一
九
八
〇
年
刊
）

同
右
「
医
家
の
抄
物
」
（
『
国
語
史
へ
の
道
』
下
。
一
九
八
一
年
刊
）

同
右
「
医
家
の
抄
物
（
第
二
類
追
補
）
」
（
『
愛
媛
大
学
教
育
学
部
紀
要
第
二
部
人
文
・
社
会
科
学
』
一
四
。
↓
九
八
二
年
刊
）

同
右
轟
糊
塒
吠
礪
の
抄
物
の
研
究
』
（
一
九
九
八
年
刊
）

同
右
「
抄
物
目
録
稿
（
原
典
漢
籍
集
部
一
）
」
（
『
抄
物
の
研
究
』
一
〇
。
二
〇
〇
〇
年
刊
。
以
下
、
一
括
し
て
〈
柳
田
〉
と

略
称
）

な
ど
、
そ
の
後
の
研
究
成
果
も
極
力
援
用
す
べ
く
努
め
た
け
れ
ど
も
、
な
お
未
見
の
版
も
あ
り
、
整
版
と
の
関
係
な
ど
、
依

然
と
し
て
調
査
の
要
あ
る
未
定
稿
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
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抄物雑考（土井）

錦
繍
段
紗
　
三
（
五
）
巻
　
　
〔
月
舟
寿
桂
〕

　
○
　
「
寛
永
六
年
仲
呂
上
旬
　
二
條
観
音
町
中
嶋
久
兵
衛

　
　
開
之
」
。
双
辺
一
二
行
本
。

　
　
　
覆
刻
整
版
に
、
寛
永
九
年
版
（
極
稀
に
配
字
を
改
め
、

　
　
改
変
を
施
す
）
が
あ
り
、
こ
れ
を
基
に
経
文
を
大
字
に

　
　
改
め
、
抄
文
を
覆
刻
す
る
同
二
〇
年
版
・
同
補
刻
後
印

　
　
本
（
慶
安
二
年
後
印
本
）
が
あ
る
。

　
○
　
「
子
出
日
元
和
九
鍛
暦
中
秋
上
旬
　
玄
佐
棚
」
。
単
辺
一

　
　
三
行
本
。

　
○
　
無
刊
記
。
単
辺
＝
二
行
本
（
二
版
）
。

　
○
　
無
刊
記
。
双
辺
一
三
行
本
。

　
○
　
無
刊
記
。
双
辺
一
四
行
本
（
二
版
）
。

　
　
　
〈
川
瀬
〉
未
載
の
別
版
に
、
国
立
国
語
研
究
所
蔵
の

　
　
完
本
並
び
に
巻
一
～
四
の
有
欠
本
が
あ
る
。
同
種
活

　
　
字
・
同
一
摺
版
全
四
面
を
使
用
し
、
配
字
を
等
し
く
す

　
　
る
再
版
本
。
完
本
一
3
6
、
二
6
、
1
8
、
三
1
7
、
五
5
、

　
　
2
2
の
計
六
丁
、
有
欠
本
二
6
、
1
2
、
四
3
の
計
三
丁
は
、

　
　
初
版
を
使
用
す
る
。
初
版
の
序
1
の
版
心
「
錦
抄
序
」

　
　
に
対
し
、
完
本
の
み
「
錦
抄
巻
序
」
と
あ
り
、
初
版
本

　
　
（
巻
五
）
に
使
用
し
た
摺
版
襲
用
の
名
残
り
を
留
め
る
。

　
　
従
っ
て
、
完
本
の
序
1
は
、
再
版
中
の
初
印
で
あ
る
。

績
錦
繍
段
紗
　
五
巻
　
　
〔
継
天
寿
哉
〕

　
○
　
無
刊
記
。
双
辺
＝
二
行
本
。

　
　
　
整
版
に
、
承
応
三
年
版
が
あ
る
。

中
華
若
木
詩
抄
　
四
巻
　
如
月
寿
印

　
○
　
無
刊
記
。
双
辺
一
七
行
本
。

　
○
　
無
刊
記
。
双
辺
一
八
行
本
。

　
○
　
無
刊
記
。
双
辺
一
九
行
本
。

　
　
　
整
版
（
三
巻
）
に
、
寛
永
一
〇
年
版
・
（
覆
寛
永
）

　
　
正
保
四
年
版
・
延
宝
七
年
版
が
あ
る
。

日
本
書
紀
［
神
代
巻
］
抄
　
二
巻
　
清
原
宣
賢

　
○
　
無
刊
記
。
単
辺
一
四
行
本
。

　
　
　
版
心
に
、
上
・
中
・
下
と
あ
り
、
三
巻
本
と
も
呼
ば

　
　
れ
て
い
る
が
、
上
巻
巻
頭
「
巻
第
一
」
下
巻
巻
頭
「
巻

　
　
第
二
」
と
、
次
掲
有
刊
記
版
踏
襲
の
名
残
り
を
留
め
て

　
　
お
り
、
二
巻
三
冊
本
と
称
し
て
よ
か
ろ
う
。
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抄物雑考（土井）

　
○
「
於
洛
陽
本
能
寺
前
町
開
板
」
。
双
辺
一
六
行
本
。

　
　
　
享
禄
四
年
の
転
写
本
に
基
づ
く
旨
の
識
語
を
有
す
る

　
　
寛
永
一
七
年
刊
整
版
『
日
本
紀
神
代
抄
』
一
一
巻
本
は

　
　
別
系
統
。

御
成
敗
式
目
抄
　
二
（
三
）
巻
　
清
原
宣
賢

　
　
　
諸
版
巻
頭
に
書
名
な
く
、
尾
題
に
「
御
成
敗
式
目
抄
」

　
　
と
あ
る
。

　
○
「
元
和
第
七
年
霜
月
吉
辰
」
。
単
辺
一
二
行
本
。

　
○
「
寛
永
元
年
八
月
吉
辰
」
。
単
辺
一
二
行
本
。

　
○
　
無
刊
記
。
単
辺
一
二
行
本
（
四
版
）
。

　
　
　
〈
川
瀬
〉
に
第
二
種
二
版
・
第
三
種
二
版
と
あ
る
も

　
　
の
。
但
し
未
見
で
、
四
版
の
別
未
勘
。

○
　
無
刊
記
。
単
辺
一
三
行
本
（
三
版
）
。

　
　
　
〈
川
瀬
〉
に
第
四
種
三
版
と
あ
る
も
の
。
こ
の
内
イ

　
版
と
あ
る
も
の
は
数
箇
所
濁
点
付
活
字
を
使
用
。
三
版

　
　
の
別
未
勘
。
整
版
に
、
寛
永
一
二
年
版
・
同
二
一
年
版

　
な
ど
が
あ
る
。
慶
安
元
年
版
な
ど
の
平
仮
名
交
り
本
は

　
別
系
統
。

職
原
私
抄
　
二
巻
　
清
原
宣
賢

　
0
　
「
寛
永
四
年
昴
九
月
吉
辰
　
二
兵
衛
開
之
」
。
双
辺
一
二

　
　
行
本
。

　
　
　
覆
刻
整
版
に
寛
永
五
年
版
が
あ
る
。

庭
訓
［
往
来
］
紗
　
二
巻

　
○
　
無
刊
記
。
双
辺
一
二
行
本
。

　
○
　
無
刊
記
。
単
辺
二
二
行
本
。

　
　
　
東
洋
文
庫
蔵
本
が
あ
る
。
〈
川
瀬
〉
は
前
揚
の
版
と

　
　
誤
認
。
整
版
に
、
寛
永
八
年
版
・
同
工
ハ
年
版
・
慶
安

　
　
二
年
版
・
承
応
二
年
版
（
平
仮
名
交
り
本
）
な
ど
が
あ

　
　
る
。

洛
陽
大
仏
鐘
之
銘
抄
　
一
巻

　
○
「
寛
永
三
年
秋
八
月
吉
辰
」
。
双
辺
本
。

　
　
〈
川
瀬
〉
未
載
。
両
足
院
蔵
本
が
あ
る
（
〈
柳
田
〉
）
。

周
易
抄
　
六
巻
　
柏
舟
宗
趙

　
○
「
於
洛
陽
本
能
寺
前
開
板
」
。
双
辺
一
五
行
本
。

尚
書
［
抄
］
　
＝
二
巻
　
清
原
宣
賢
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抄物雑考（土井）

　
○
　
「
干
時
寛
永
元
甲
子
歳
卯
月
吉
辰
　
二
兵
衛
開
板
」
。

　
　
単
辺
＝
二
行
本
。

毛
詩
抄
　
二
〇
巻
　
清
原
宣
賢

　
○
　
「
於
洛
陽
本
能
寺
前
町
開
板
」
。
双
辺
一
六
行
（
混
一

　
　
五
行
）
本
。

大
學
章
句
［
抄
］
　
一
巻
　
清
原
宣
賢

　
○
　
無
刊
記
。
単
辺
一
一
行
本
。

　
○
　
無
刊
記
。
無
辺
一
二
行
本
。

　
○
　
［
寛
永
二
年
］
刊
。
単
辺
一
二
行
本
。

　
○
　
無
刊
記
。
単
辺
一
二
行
本
。

　
○
　
無
刊
記
。
双
辺
一
二
行
本
。

　
○
　
無
刊
記
。
単
辺
一
六
行
本
。

　
　
　
覆
刻
整
版
に
、
相
互
覆
刻
の
寛
永
七
年
版
（
四
版
）

　
　
（
長
沢
規
矩
也
『
図
書
学
参
考
図
録
二
』
）
・
無
刊
記
版

　
　
が
あ
る
。

中
庸
（
私
抄
）
章
句
［
抄
］
　
二
巻
　
清
原
宣
賢

　
○
　
無
刊
記
。
単
辺
一
一
行
本
。

　
○
　
「
子
時
寛
永
二
暦
重
光
作
轟
初
春
吉
辰
／
本
屋
／
意

　
　
齊
　
開
板
焉
」
。
単
辺
一
二
行
本
。

　
○
　
「
子
時
元
和
七
暦
重
光
作
霊
仲
冬
吉
辰
／
本
屋
／
二

　
　
兵
衛
　
開
板
焉
」
。
単
辺
＝
二
行
本
。

　
○
　
無
刊
記
。
単
辺
＝
二
行
本
。

　
○
　
無
刊
記
。
単
辺
一
六
行
本
。

　
　
　
覆
刻
整
版
に
、
相
互
覆
刻
の
寛
永
七
年
版
・
同
九
年

　
　
版
・
無
刊
記
版
が
あ
る
。

論
語
抄
　
一
〇
巻
　
清
原
〔
秀
賢
〕

　
○
　
無
刊
記
。
単
辺
一
八
行
本
。

　
○
　
無
刊
記
。
双
辺
一
八
行
本
。

孟
子
［
抄
］
　
一
四
巻
　
清
原
宣
賢

　
○
「
於
洛
陽
本
能
寺
前
開
板
」
。
双
辺
一
八
行
本
。

　
　
　
完
本
に
、
桜
山
文
庫
旧
蔵
本
が
あ
る
。

史
記
［
抄
］
　
一
九
巻
首
一
巻
　
桃
源
瑞
仙

　
○
　
「
寛
永
三
踊
年
閏
四
月
下
旬
　
陰
山
玄
佐
徽
」
。
双
辺

　
　
一
二
行
本
。

三
略
秘
紗
　
三
巻
　
清
原
宣
賢

　
○
　
無
刊
記
。
双
辺
＝
二
行
本
（
二
版
）
。
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抄物雑考（土井）

　
　
　
毎
行
二
三
字
本
と
二
四
字
本
と
が
あ
る
。
前
者
は

　
　
〈
川
瀬
〉
未
載
。
整
版
に
寛
永
四
年
版
が
あ
る
。

六
鞭
秘
抄
　
六
巻
　
清
原
宣
賢

　
○
　
「
干
岩
寛
永
元
押
年
初
冬
吉
辰
　
玄
佐
開
板
」
。
単
辺

　
　
一
二
行
本
。

（
標
題
徐
状
元
補
注
）
蒙
求
［
抄
］
　
七
巻
　
清
原
宣
賢

　
O
　
［
元
和
末
年
以
前
］
刊
。
単
辺
一
三
行
本
。

　
○
　
無
刊
記
。
双
辺
一
三
行
本
。

　
　
　
〈
川
瀬
〉
未
載
。
従
来
同
一
の
版
と
さ
れ
て
い
た
も

　
　
の
の
う
ち
、
京
都
大
学
国
語
学
国
文
学
研
究
室
蔵
本
は

　
　
同
種
の
活
字
を
使
用
す
る
が
、
版
心
・
匡
郭
な
ど
版
式

　
　
を
異
に
す
る
異
植
字
別
版
で
、
こ
ち
ら
が
初
版
か
。
再

　
　
版
の
覆
刻
整
版
に
、
寛
永
］
五
年
版
（
一
〇
巻
。
無
刊

　
　
記
後
印
本
）
が
あ
る
。

荘
子
［
抄
］
　
一
〇
巻
　
清
原
宣
賢

　
○
［
寛
永
元
年
以
前
］
刊
。
単
辺
＝
二
行
本
。

　
　
　
尚
書
抄
並
び
に
「
干
時
寛
永
元
押
歳
仲
夏
下
旬
　
開

　
　
板
之
」
と
あ
る
古
活
字
版
明
徳
記
三
巻
に
類
似
の
版
式
。

　
　
加
え
て
、
後
者
の
阿
波
国
文
庫
旧
蔵
本
（
〈
目
録
〉
三

　
　
二
四
）
原
表
紙
裏
張
り
に
、
古
活
字
版
荘
子
抄
（
八
1
7

　
　
オ
　
　
上
表
、
八
1
8
ウ
　
　
中
表
、
八
1
6
ウ
　
　
中
裏
、

　
　
九
1
0
オ
　
　
下
裏
）
・
尚
書
抄
（
一
〇
4
ウ
　
　
上
裏
、

　
　
一
〇
ー
ウ
ー
下
表
）
の
摺
遣
り
を
用
い
る
。
整
版
に

　
　
正
保
二
年
版
（
寛
文
一
〇
年
後
印
本
）
が
あ
る
。

長
恨
歌
［
抄
］
一
巻
　
清
原
宣
賢

　
○
　
無
刊
記
。
双
辺
一
〇
行
本
。

　
　
　
〈
川
瀬
〉
未
載
。
東
大
蔵
本
が
あ
る
（
〈
柳
田
〉
）
。

　
○
　
無
刊
記
。
双
辺
二
行
本
（
四
版
）
。

　
　
　
〈
川
瀬
〉
に
第
一
種
本
と
あ
る
も
の
の
う
ち
、
東
洋

　
　
文
庫
蔵
本
は
同
種
活
字
の
異
植
字
別
版
で
あ
る
。

　
0
　
無
刊
記
。
単
辺
一
二
行
本
（
二
版
）
。

　
　
　
〈
川
瀬
V
に
龍
門
文
庫
蔵
本
を
双
辺
＝
一
行
本
と
記

　
　
す
（
八
〇
八
頁
、
〈
龍
門
〉
も
同
じ
）
が
、
図
録
篇
に

　
　
拠
る
と
単
辺
で
あ
る
。
こ
の
版
式
の
も
の
に
、
次
掲
本

　
　
と
配
字
を
ほ
ぼ
等
し
く
す
る
別
版
が
あ
り
（
〈
目
録
〉

　
　
三
三
五
）
、
無
刊
記
の
整
版
本
は
、
こ
れ
に
基
づ
く
覆
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抄物雑考（土井）

　
　
刻
で
あ
る
。

　
○
　
無
刊
記
。
単
辺
上
下
双
辺
＝
一
行
本
。

四
河
入
海
　
二
五
巻
　
笑
雲
清
三

　
〇
　
無
刊
記
。
単
辺
一
七
行
本
。

三
艦
詩
［
抄
］
　
七
絶
四
巻
（
巻
一
之
一
～
四
）
・
七
律
一
巻

　
　
（
巻
二
之
一
～
四
）
・
五
律
一
巻
（
巻
三
之
一
～
五
）

　
　
説
心
素
隠

　
　
　
巻
頭
書
名
「
増
註
唐
賢
絶
句
三
艦
詩
法
」
「
唐
賢
七

　
　
言
律
詩
三
膿
家
法
」
「
増
註
唐
詩
五
言
律
句
三
膿
家
法
」
、

　
　
元
和
八
年
の
原
賊
（
巻
二
之
四
末
尾
）
の
下
に
「
素
隠

　
　
抄
」
と
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
三
体
詩
素
隠
抄
。

　
○
　
［
元
和
八
年
］
刊
。
双
辺
一
七
行
（
混
一
六
・
一
八

　
　
行
）
本
。

　
　
　
覆
刻
整
版
に
、
寛
永
一
四
年
版
（
「
西
田
勝
兵
衛
尉

　
　
開
板
」
本
。
「
野
田
庄
右
衛
門
」
後
印
本
）
が
あ
る
。

　
○
　
　
「
寛
永
第
三
内
寅
季
秋
念
七
　
木
室
二
兵
衛
尉
　
刊
行

　
　
了
」
（
巻
一
之
三
末
尾
）
。
単
辺
＝
ハ
行
（
混
一
七
・
一

　
　
八
行
）
本
。

○
　
　
「
寛
永
第
三
”
・
内
季
秋
念
七
　
木
室
二
兵
衛
尉
　
刊
行

　
　
了
」
（
巻
一
之
四
末
尾
）
。
単
辺
＝
ハ
行
本
。

　
　
大
阪
市
立
大
学
新
村
文
庫
蔵
本
（
巻
三
之
五
欠
、
巻

　
　
一
之
一
整
版
取
合
わ
せ
本
）
が
あ
る
（
鈴
木
博
『
国
語

　
　
学
叢
考
』
　
＝
二
九
頁
）
。
〈
目
録
〉
三
三
六
（
巻
二
之
四

　
　
以
下
存
の
有
欠
本
）
も
同
一
。

三
髄
詩
絶
句
紗
　
六
巻
　
塩
瀬
宗
和

○
　
［
元
和
六
年
］
刊
。
双
辺
一
二
行
本
。

　
　
覆
刻
整
版
に
、
無
刊
年
村
上
平
楽
寺
版
が
あ
る
。
訓

　
　
点
・
濁
点
の
類
を
新
添
せ
ず
。

（
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
）
古
文
真
寳
［
後
集
抄
］
一
〇
巻
　
笑

　
　
雲
清
三

　
〇
　
「
元
和
三
年
丁
巳
孟
春
如
意
珠
日
／
於
雛
陽
刊
行

　
　
焉
」
。
単
辺
一
八
行
本
。

　
○
　
　
「
於
洛
陽
本
能
寺
前
開
板
」
。
双
辺
一
八
行
本
。

　
　
　
と
も
に
大
永
五
年
の
原
蹟
を
有
し
、
尾
題
に
「
笑
雲

　
　
和
尚
古
文
真
寳
之
抄
巻
之
幾
終
」
と
あ
る
も
の
。
後
者

　
　
の
覆
刻
整
版
に
、
無
刊
記
版
が
あ
る
。
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抄物雑考（土井）

（
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
）
古
文
真
寳
［
後
集
抄
］
一
〇
巻

　
O
　
無
刊
記
。
双
辺
＝
行
本
。

　
○
　
無
刊
記
。
単
辺
＝
二
行
本
。

　
　
　
東
洋
文
庫
蔵
本
な
ど
が
あ
る
。
〈
川
瀬
〉
は
前
揚
の

　
　
版
と
誤
認
。
笑
雲
抄
と
は
別
系
統
で
あ
り
、
寛
永
七
年

　
　
版
（
相
互
覆
刻
二
版
）
な
ど
の
整
版
五
巻
本
と
も
別
。

（
禅
宗
）
無
門
関
［
抄
］
　
二
巻
　
　
〔
雪
庭
春
積
〕

O
　
　
「
元
和
八
戊
戌
歳
立
夏
吉
辰
　
洛
陽
　
存
故
刊
之
」
。

　
　
双
辺
一
二
行
本
。

○
　
「
寛
永
元
甲
子
年
立
夏
吉
辰
　
加
校
合
　
洛
陽
重
刊
」
。

　
　
双
辺
一
二
行
本
。

○
　
　
「
寛
永
二
年
極
月
吉
辰
　
加
校
合
　
洛
陽
重
刊
」
。

　
　
双
辺
一
二
行
本
。

0
　
　
「
寛
永
五
年
初
夏
上
旬
加
再
校
　
洛
陽
重
刊
」
。
双

　
　
辺
一
二
行
本
。

○
　
　
「
寛
永
八
辛
未
年
中
冬
下
旬
加
再
畢
　
於
洛
陽
刊

　
之
」
。
双
辺
一
二
行
本
。

　
　
　
い
わ
ゆ
る
春
夕
抄
で
、
覆
寛
永
元
年
刊
本
の
整
版
に
、

　
　
寛
永
二
年
版
（
相
互
覆
刻
二
版
）
が
あ
る
ほ
か
、
同
一

　
　
〇
年
版
・
正
保
三
年
版
（
万
治
元
年
刊
後
印
本
）
・
（
覆

　
　
正
保
）
慶
安
元
年
版
な
ど
が
あ
る
。

眞
歌
和
尚
拮
古
之
抄
　
一
巻
　
　
〔
万
安
英
種
〕

　
○
　
　
「
寛
永
十
九
年
卯
月
　
吉
日
／
開
判
之
者
也
」
。
単

　
　
辺
＝
二
行
本
。

　
　
　
〈
川
瀬
〉
未
載
。
整
版
に
承
応
二
年
版
が
あ
る
。

（
類
謹
辮
異
）
全
九
集
　
七
巻
　
曲
直
瀬
道
三

　
〇
　
無
刊
記
。
単
辺
一
二
行
本
。

　
　
　
濁
点
付
活
字
混
用
。
配
字
を
等
し
く
す
る
整
版
に
、
元

　
　
和
八
年
刊
単
辺
一
二
行
本
（
無
刊
記
後
印
本
）
が
あ
る
。

　
○
　
［
寛
永
元
年
以
前
］
刊
。
双
辺
一
二
行
本
。

　
○
　
無
刊
記
。
双
辺
一
二
行
本
（
二
版
）
。

　
　
　
〈
川
瀬
〉
未
載
の
別
版
に
、
有
欠
本
（
巻
一
・
二
・

　
　
五
・
七
存
）
が
あ
る
（
〈
目
録
〉
二
五
五
）
。

　
○
　
無
刊
記
。
単
辺
一
二
行
本
。
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抄物雑考（土井）

　
　
　
『
国
書
総
目
録
』
が
慶
長
一
三
年
版
と
し
て
登
載
す

　
　
る
杏
雨
書
屋
本
は
写
本
（
〈
杏
雨
〉
杏
五
〇
七
）
の
誤

　
　
認
か
。

　
　
　
整
版
に
、
（
覆
）
元
和
八
年
刊
単
辺
＝
一
行
本
（
無

　
　
刊
記
後
印
本
）
・
寛
永
一
〇
年
孟
春
刊
双
辺
＝
ハ
行
本

　
　
（
二
版
・
明
暦
四
年
刊
後
印
本
）
・
同
年
孟
夏
刊
双
辺
一

　
　
二
行
本
・
敦
賀
屋
久
丘
ハ
衛
刊
無
刊
年
単
辺
一
五
行
本
・

　
　
万
治
四
年
刊
単
辺
一
六
行
横
本
（
元
禄
一
二
年
刊
後
印

　
　
本
）
・
無
刊
記
単
辺
一
五
行
横
本
な
ど
が
あ
る
。

　
　
　
同
名
（
四
巻
）
の
文
政
元
年
版
は
、
本
抄
に
先
行
し

　
　
て
成
立
し
た
月
湖
著
田
沢
仲
箭
の
校
に
な
る
漢
注
本
。

日
用
灸
法
　
一
巻
　
曲
直
瀬
玄
朔

　
○
　
「
寛
永
八
辛
未
歳
仲
春
吉
辰
重
刊
」
。
双
辺
九
行
本
。

　
　
　
整
版
に
、
寛
永
一
〇
年
版
・
同
＝
二
年
版
・
同
一
九

　
　
年
版
・
承
応
四
年
版
・
正
保
三
年
版
な
ど
が
あ
る
。

（
新
刊
）
針
灸
指
南
　
二
巻

　
○
　
［
慶
長
＝
二
年
以
前
］
刊
。
双
辺
一
〇
行
本
。

察
病
指
南
抄
　
三
巻

　
0
　
無
刊
記
。
双
辺
一
二
行
本
。

　
○
　
無
刊
記
。
単
辺
＝
二
行
本
。

　
　
　
整
版
に
、
慶
安
四
年
版
・
明
暦
二
年
版
・
無
刊
記
本

　
　
な
ど
が
あ
る
。

濟
民
記
　
三
巻
　
曲
直
瀬
玄
朔

　
○
　
「
元
和
町
初
春
日
於
大
里
…
町
刊
」
。
単
辺
一
二
行
横

　
　
本
。

　
　
　
〈
川
瀬
〉
未
載
。
杏
雨
書
屋
蔵
本
が
あ
る
（
《
杏

　
　
雨
》
乾
五
四
五
三
）
。
濁
点
付
活
字
混
用
。
次
掲
本
は

　
　
版
心
の
左
右
に
罫
を
付
さ
な
い
が
、
罫
を
付
し
配
字
を

　
　
等
し
く
す
る
別
版
で
あ
る
。

　
○
　
無
刊
記
。
単
辺
一
二
行
横
本
。

　
　
　
無
刊
記
の
整
版
に
、
単
辺
一
二
行
横
本
・
単
辺
一
六

　
　
行
横
本
・
単
辺
一
七
行
平
仮
名
交
り
横
本
な
ど
が
あ

　
　
る
。

格
致
蝕
論
抄
　
四
巻

　
○
　
「
寛
永
三
年
歳
舎
丙
寅
初
秋
良
日
　
梅
寿
刊
行
」
。
双

　
　
辺
一
二
行
本
。
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抄物雑考（土井）

　
　
　
整
版
（
五
巻
本
）
の
寛
永
＝
二
年
版
・
同
二
一
年
版
・

　
　
万
治
三
年
版
は
、
独
自
の
増
補
本
文
を
共
有
す
る
。

殿
酉
方
大
成
論
抄
　
二
巻
　
〔
曲
直
瀬
玄
朔
〕

　
○
　
元
和
九
年
版
。
双
辺
一
二
行
本
。

　
　
　
（
〈
柳
田
〉
京
大
付
属
図
書
館
目
録
。
但
し
、
未
確
認
）
。

　
　
文
学
部
の
受
入
記
録
に
「
三
冊
。
重
刊
」
と
あ
る
も
の

　
　
か
。
但
し
、
所
在
不
明
。

　
○
　
無
刊
記
。
双
辺
一
三
行
本
（
二
版
）
。

　
　
　
（
長
沢
規
矩
也
『
図
解
和
漢
印
刷
史
』
）
。

（
新
刊
勿
聴
子
）
俗
解
八
十
一
難
経
抄
　
二
巻
　
曲
直
瀬
玄

　
　
朔

　
0
　
「
干
時
寛
永
元
甲
子
歳
菊
月
上
旬
吉
辰
」
。
双
辺
十
三

　
　
行
本
。

　
　
　
〈
川
瀬
〉
未
載
。
叡
山
文
庫
蔵
本
が
あ
る
（
〈
柳

　
　
田
〉
）
Q

萬
病
回
春
抄
　
三
巻
　
菅
玄
東
　
吉
田
意
庵

　
○
　
［
慶
長
一
八
年
頃
］
刊
。
単
辺
＝
行
本
。

明
磐
雑
著
抄
　
三
巻

　
○
　
「
梅
寿
刊
行
」
。
双
辺
一
二
行
本
。

　
○
　
無
刊
記
。
双
辺
一
二
行
本
。

　
　
　
整
版
に
、
慶
安
二
年
版
・
同
四
年
版
・
明
暦
二
年
版

　
　
な
ど
が
あ
る
。

遇
齢
小
見
方
　
一
巻
　
曲
直
瀬
道
三

　
〇
　
［
寛
永
七
年
以
前
］
刊
。
双
辺
一
二
行
本
。

　
　
　
覆
刻
整
版
に
、
寛
永
七
年
版
が
あ
る
ほ
か
、
承
応
二

　
　
年
版
・
貞
享
五
年
版
が
あ
る
。

授
蒙
聖
功
方
　
二
巻
曲
直
瀬
道
三

　
〇
　
無
刊
記
。
無
辺
一
四
行
横
本
。

　
　
　
無
刊
記
の
整
版
に
、
＝
二
行
横
本
・
一
五
行
横
本
な

　
　
ど
が
あ
る
。

恵
徳
方
　
三
巻
　
曲
直
瀬
玄
朔

　
○
　
［
寛
永
四
年
以
前
］
刊
。
単
辺
一
二
行
横
本
。

　
　
　
整
版
に
、
寛
永
四
年
版
・
無
刊
記
横
本
（
寛
永
八
年

　
　
刊
後
印
本
）
・
寛
永
一
〇
年
版
・
正
保
四
年
版
・
明
暦

　
　
三
年
版
な
ど
が
あ
る
。

局
方
登
揮
抄
　
二
（
三
）
巻
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○
　
「
干
告
寛
永
五
賊
暦
長
夏
下
旬
　
刊
行
之
」
。
双
辺
一

　
　
一
行
本
。

　
○
「
寛
永
五
戊
辰
年
七
月
吉
日
」
。
双
辺
一
二
行
本
。

　
　
　
整
版
に
、
寛
永
二
〇
年
版
が
あ
る
。

延
壽
撮
要
　
一
巻
　
曲
直
瀬
玄
朔
　
平
仮
名
交
り
本

　
○
「
意
斎
道
啓
刊
行
」
。
無
辺
九
行
本
。

　
O
　
無
刊
記
。
無
辺
一
〇
行
本
。

　
　
　
〈
川
瀬
〉
未
載
。
杏
雨
書
屋
蔵
本
が
あ
る
（
〈
杏

　
　
雨
〉
乾
九
〇
五
）
。
次
項
と
配
字
を
等
し
く
す
る
同
種

　
　
活
字
使
用
の
異
植
字
版
。

　
○
　
無
刊
記
。
単
辺
一
〇
行
本
。

　
○
　
無
刊
記
。
無
辺
＝
行
本
（
三
版
）
。

　
　
　
整
版
に
、
寛
永
七
年
版
・
同
九
年
版
・
万
治
三
年
版

　
　
な
ど
が
あ
る
。

諸
疾
禁
好
集
　
一
巻
　
梅
寿

　
○
　
「
寛
永
三
年
応
鐘
上
溝
糀
撰
刊
」
。
単
辺
＝
二
行
横

　
　
本
。

　
　
　
同
一
刊
記
の
整
版
が
あ
る
。
寛
永
九
年
版
・
（
覆
寛

　
　
永
）
慶
安
三
年
版
（
二
版
）
は
別
。

諸
病
食
性
禁
好
物
集
　
一
巻

　
○
　
無
刊
記
。
双
辺
有
界
一
〇
行
本
。

　
　
　
〈
川
瀬
〉
未
載
。
『
玉
英
堂
稀
襯
本
書
目
』
　
一
九
〇

　
　
号
所
載
本
。

美
濃
讐
書
　
一
巻
　
曲
直
瀬
道
三

　
〇
　
無
刊
記
。
無
辺
一
四
行
本
。

本
草
序
例
抄
　
七
巻
官
爵
一
巻
　
吉
田
意
庵

　
○
　
「
元
和
九
年
癸
亥
五
月
吉
辰
三
条
白
壁
町
馬
淵
屋
吉
兵

　
　
衛
棚
」
。
双
辺
＝
二
行
本
。

　
　
　
覆
刻
製
版
に
、
寛
永
一
八
年
版
が
あ
る
。

和
名
集
井
異
名
製
剤
記
　
二
巻
梅
寿

　
○
　
「
元
和
九
年
歳
舎
猴
季
春
良
日
梅
寿
疏
之
以
刊
行
」
。

　
　
双
辺
一
二
行
本
。

　
○
「
寛
永
二
乙
丑
歳
初
夏
吉
日
」
。
単
辺
二
二
行
横
本
。

　
　
　
前
者
は
濁
点
付
活
字
混
用
。
整
版
に
、
寛
永
九
年

　
　
版
・
同
＝
年
版
・
正
保
三
年
版
・
承
応
二
年
版
な
ど

　
　
が
あ
る
。
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三
　
鈴
木
博
氏
の
疑
問
に
答
え
る

　
鈴
木
博
氏
は
、
そ
の
著
書
『
国
語
学
叢
考
』
（
清
文
堂
出
版
一
九
九
八
・
九
刊
。
以
下
、
　
《
叢
考
》
と
略
称
）
に
収
め
ら
れ
た

「『

O
体
詩
素
隠
抄
』
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
古
活
字
版
三
種
に
関
す
る
書
誌
学
的
な
考
察
を
展
開
す
る
中
で
、
「
土
井
洋
一
氏

説
に
つ
い
て
」
の
見
出
し
を
立
て
た
一
項
を
設
け
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
た
。
そ
の
全
文
（
一
五
四
～
一
五
六
頁
）
を
転
載
す

る
。　

　
『
続
抄
物
資
料
集
成
』
第
十
巻
（
平
成
四
年
十
二
月
、
清
文
堂
発
行
）
に
所
収
の
土
井
洋
一
氏
論
稿
「
荘
子
抄
に
つ
い
て
」

　
の
中
で
、
古
活
字
版
『
荘
子
抄
』
の
開
版
年
、
開
版
者
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

　
　
A
　
開
版
の
下
限
は
寛
永
元
年
晩
秋
以
前
。
（
一
二
八
頁
）

　
　
B
　
陰
山
玄
佐
の
刊
行
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
（
一
二
九
頁
）

　
A
・
B
の
論
拠
に
つ
い
て
の
氏
の
説
は
、
左
の
と
お
り
で
あ
る
（
傍
線
鈴
木
）
。

　
　
　
　
『
荘
子
抄
』
の
植
字
・
印
刷
に
は
△
⊥
四
面
の
摺
版
が
用
い
て
あ
る
が
、
そ
の
四
面
中
三
面
が
『
蒙
求
抄
』
の
無
刊
記
単

　
　
　
辺
一
三
行
再
版
本
に
使
用
の
全
三
面
と
同
一
、
更
に
、
四
面
中
二
面
が
『
六
輻
秘
抄
』
の
「
干
時
寛
永
元
甲
子
年
初
冬
吉

　
　
　
辰
　
玄
佐
開
板
」
単
辺
一
二
行
本
に
使
用
の
全
三
面
中
二
面
と
同
一
で
あ
り
、
三
版
に
共
通
使
用
さ
れ
て
い
る
摺
版
一
面

　
　
　
の
欠
損
状
況
か
ら
『
蒙
求
抄
』
の
開
版
が
先
行
し
、
『
荘
子
抄
』
が
こ
れ
に
次
ぎ
、
『
⊥
ハ
輪
秘
抄
』
が
後
出
本
と
知
ら
れ
、

従
っ
て
、
『
荘
子
抄
』
開
版
の
下
限
は
寛
永
元
年
晩
秋
以
前
と
推
定
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
『
荘
子
抄
』
の
摺
り
遣
り
四
葉
が
、
『
尚
書
抄
』
の
「
干
時
寛
永
甲
子
歳
卯
月
吉
辰

二
兵
衛
開
版
」
単
辺
一
三
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行
本
の
二
葉
と
と
も
に
、
『
明
徳
記
』
の
「
干
時
寛
永
甲
子
歳
仲
夏
下
旬

蔵
本
原
表
紙
裏
張
り
に
用
い
て
あ
る
こ
と
も
傍
証
と
な
る
。

開
版
之
」
単
辺
＝
二
行
本
の
阿
波
国
文
庫
旧

　
　
　
以
上
か
ら
、
本
古
活
字
版
は
陰
山
玄
佐
の
刊
行
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
陰
山
玄
佐
と
木
室
二
兵
衛
は
、
と
も
に
当
時

　
　
を
代
表
す
る
書
騨
で
、
い
ず
れ
も
清
原
宣
賢
の
手
に
成
る
上
記
抄
物
の
他
、
同
じ
寛
永
三
年
に
、
前
者
が
桃
源
瑞
仙
の

　
　
『
史
記
抄
』
を
、
後
者
が
説
心
素
隠
の
『
三
体
詩
抄
』
を
開
版
す
る
な
ど
、
抄
物
の
出
版
に
積
極
的
で
あ
っ
た
。

右
の
中
で
、
『
荘
子
抄
』
の
摺
り
遣
り
四
葉
と
、
木
室
二
兵
衛
の
寛
永
元
年
開
版
『
尚
書
抄
』
の
二
葉
と
が
、
寛
永
元
年
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
｝
「
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
ー
－
－
－
－
－
－
－
’
｝
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
ー
－

『
明
徳
記
』
の
裏
張
り
に
用
い
ら
れ
て
い
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
『
荘
子
抄
』
と
『
尚
書
抄
』
と
は
開
版
者
が
異
な
る
の
に
、

そ
れ
ら
の
摺
り
遣
り
が
別
版
『
明
徳
記
』
の
裏
張
り
に
ど
う
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
格
別
の
説
明
が
な
い
。
『
明

徳
記
』
の
開
版
者
が
誰
で
あ
っ
て
も
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
生
じ
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
に
対
し
て
も
説
明
の
ほ
し
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
A
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
寛
永
三
年
九
月
二
十
七
日
刊
記
の
b
の
『
三
体
詩
抄
』
の
前
見
返
し
、
後
見

返
し
の
裏
打
紙
と
し
て
、
こ
の
『
荘
子
抄
』
の
巻
九
お
よ
び
巻
十
の
断
簡
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、
『
荘
子
抄
』
の
少
な
く
と

も
巻
九
、
巻
十
の
摺
ら
れ
た
時
期
は
、
寛
永
三
年
の
頃
か
、
そ
れ
に
極
め
て
近
い
頃
か
と
す
る
可
能
性
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
微
か
な
疑
問
が
湧
く
の
で
あ
る
。

　
B
に
つ
い
て
は
、
寛
永
三
年
版
『
三
体
詩
抄
』
の
刊
行
者
は
、
前
記
の
よ
う
に
木
室
二
兵
衛
な
の
で
、
陰
山
玄
佐
と
木
室
二

兵
衛
と
が
摺
り
遣
り
の
反
故
紙
を
譲
り
受
け
渡
し
す
る
よ
う
な
仲
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
あ
る
い
は
、
ひ
ょ
っ
と
し
て

『
荘
子
抄
』
巻
九
、
巻
十
の
出
版
者
は
木
室
で
あ
る
。
つ
ま
り
『
荘
子
抄
』
全
体
か
ら
見
れ
ば
陰
山
と
木
室
と
の
共
同
出
版
で

あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
こ
れ
は
あ
ま
り
に
大
胆
過
ぎ
る
瑞
摩
臆
測
か
も
知
れ
な
い
。
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こ
の
論
は
、
既
発
表
の
二
編
の
論
文
で
あ
る
「
『
三
体
詩
素
隠
抄
』
小
考
」
（
『
大
谷
女
子
大
国
文
』
二
三
号
）
と
「
『
三
体
詩
素

隠
抄
』
追
考
」
（
『
滋
賀
大
国
文
』
三
二
号
。
以
下
、
　
《
滋
賀
大
》
と
略
称
）
と
を
再
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
今
問
題
と
す
る

項
は
《
滋
賀
大
》
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
先
後
で
論
旨
に
関
わ
る
差
異
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
再
録
さ
れ
た
《
叢
考
》

の
文
言
に
添
っ
て
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
引
用
中
の
傍
線
の
中
、
実
線
部
は
鈴
木
氏
が
加
え
、
点
線
部
は
土
井
が
新
添

し
た
。

　
鈴
木
氏
に
よ
っ
て
引
用
さ
れ
た
部
分
は
、
古
活
字
版
『
荘
子
抄
』
一
〇
巻
一
〇
冊
本
に
つ
い
て
解
説
し
た
本
文
の
第
一
文

　
　
四
周
単
辺
、
花
口
魚
尾
、
毎
半
葉
＝
二
行
。
無
刊
記
本
で
あ
る
が
、
左
に
よ
り
寛
永
元
年
晩
秋
以
前
の
開
版
と
知
ら
れ
る
。

を
除
く
全
文
で
あ
る
。
な
お
、
第
一
文
中
に
あ
る
「
花
口
魚
尾
」
は
「
里
…
口
魚
尾
」
の
、
ま
た
、
引
用
さ
れ
た
第
一
文
中
の
「
全

四
面
…
そ
の
四
面
中
…
四
面
中
二
面
」
は
「
全
六
面
…
そ
の
六
面
中
…
六
面
中
二
面
」
の
誤
り
。
こ
の
機
会
に
訂
正
す
る
。

　
こ
こ
で
の
論
述
（
以
下
、
〈
解
説
〉
と
略
称
）
は
、
第
一
文
の
末
尾
に
も
注
記
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
先
立
っ
て

考
察
し
た
「
本
能
寺
門
前
版
の
版
式
」
（
以
下
、
〈
年
報
〉
と
略
称
）
に
基
づ
き
、
そ
の
骨
子
を
述
べ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
る

に
、
〈
年
報
〉
に
つ
い
て
は
、
　
《
滋
賀
大
》
　
《
叢
考
》
と
も
に
一
切
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
量
り
が

た
い
が
、
私
見
を
述
べ
る
た
め
に
は
不
可
欠
で
あ
る
か
ら
、
随
時
引
用
し
、
〈
解
説
〉
の
論
旨
を
補
強
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
な
お
、
版
式
を
通
し
て
の
考
察
で
は
、
主
に
、
摺
版
の
版
心
、
並
び
に
匡
郭
の
う
ち
版
心
と
常
に
固
定
し
て
用
い
ら
れ
る
上
枠

を
対
象
と
し
て
、
摺
版
の
差
異
や
植
版
の
順
序
を
探
る
手
懸
か
り
と
し
た
。
ま
た
、
〈
年
報
〉
と
同
じ
く
、
版
心
の
象
尾
と
魚
尾

と
の
間
を
、
左
右
の
罫
線
と
直
角
に
交
わ
る
一
線
で
画
す
る
摺
版
を
A
型
と
呼
び
、
こ
の
一
線
を
欠
く
摺
版
を
B
型
と
呼
ん
で
区

別
す
る
。
魚
尾
も
、
花
口
魚
尾
を
a
型
、
黒
口
魚
尾
を
b
型
と
呼
ん
で
区
別
す
る
。

　
更
に
、
植
版
の
工
程
に
一
定
の
方
針
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
用
い
ら
れ
た
植
版
の
配
列
に
応
じ
て
、
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の
　
一
種
類
の
工
程
か
ら
な
る
単
一
規
則
型

　
　
　
イ
ニ
面
の
交
互
使
用
型
　
　
　
ロ
三
面
の
交
互
使
用
型
　
　
　
ハ
四
面
の
交
互
使
用
型

　
　
口
二
種
類
の
工
程
か
ら
な
る
複
合
規
則
型

　
　
　
ニ
イ
ロ
の
混
用
型
　
　
　
　
　
ホ
イ
ハ
の
混
用
型
　
　
　
　
　
ヘ
　
ロ
バ
の
混
用
型

の
二
類
六
種
に
区
分
す
る
。
こ
の
よ
う
な
規
則
的
な
配
列
が
認
め
ら
れ
な
い
も
の
を
不
規
則
型
と
す
る
。

　
以
下
、
　
《
叢
考
》
で
の
論
の
展
開
に
添
っ
て
私
見
を
述
べ
る
。

　
鈴
木
氏
は
、
A
B
の
指
摘
に
先
立
ち
、
⑦
で
『
荘
子
抄
』
『
尚
書
抄
』
『
明
徳
記
』
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
論
を
問
題
と
さ
れ
た
。

私
は
、
〈
年
報
〉
で
、
関
連
す
る
他
の
抄
物
も
加
え
、
版
式
の
比
較
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
次
の
よ
う
に
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

け
ら
れ
る
と
結
論
づ
け
た
。
そ
れ
を
こ
こ
で
は
仮
に
、
④
陰
山
玄
佐
グ
ル
ー
プ
、
⑤
木
室
二
兵
衛
グ
ル
ー
プ
と
呼
ぶ
こ
と
に
し

よ
・
つ
。

　
〈
年
報
〉
で
の
考
察
で
、
④
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
の
は

　
　
◇
『
蒙
求
抄
』
無
刊
記
。
単
辺
＝
二
行
。
A
b
型
三
面
。
不
規
則
型
。
複
数
巻
平
行
作
製
可
。

　
　
O
『
荘
子
抄
』
無
刊
記
。
単
辺
＝
二
行
。
A
b
型
六
面
。
不
規
則
型
。
複
数
巻
平
行
作
製
可
。

　
　
・
③
『
六
輪
秘
抄
』
寛
永
元
年
一
〇
月
玄
佐
開
板
。
単
辺
一
二
行
。
A
b
型
三
面
。
不
規
則
型
。
複
数
巻
平
行
作
製
可
。

　
　
◇
『
史
記
抄
』
寛
永
三
年
閏
四
月
下
旬
陰
山
玄
佐
板
行
。
双
辺
一
二
行
。
B
a
型
四
面
。
不
規
則
型
。
複
数
巻
平
行
作
製

　
　
　
可
。

の
四
本
で
あ
っ
た
。
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抄物雑考（土井）

　
＠
を
除
く
◇
O
・
③
の
三
本
に
、
密
接
な
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
共
通
点
の
第
↓
は
、
こ
の
三
本
に
共
通
の
摺
版
が
用
い

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
◇
が
使
用
す
る
摺
版
全
三
面
と
、
O
が
使
用
す
る
全
六
面
中
三
面
が
同
一
で
あ
り
、
さ
ら

に
、
両
者
が
共
通
に
使
用
す
る
三
面
中
の
↓
面
と
、
の
・
が
個
別
に
使
用
す
る
三
面
中
の
一
面
は
、
〈
③
が
使
用
す
る
全
三
面
中
の

二
面
と
同
」
で
あ
り
、
加
え
て
、
三
本
が
共
通
に
使
用
す
る
摺
版
一
面
の
欠
損
状
況
か
ら
、
摺
版
は
◇
＾
①
・
③
の
順
に
襲
用
さ
れ

て
お
り
、
従
っ
て
、
三
本
は
こ
の
順
に
開
版
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
点
は
、
〈
解
説
〉
で
も
そ
こ
で
の
論
拠
と
し
て
引
用

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
第
二
の
共
通
点
に
、
組
版
の
工
程
が
あ
る
。
三
本
は
、
先
の
二
類
六
種
の
規
則
型
に
属
さ
な
い
不
規
則

型
で
あ
り
、
複
数
巻
の
平
行
作
製
も
可
能
で
あ
っ
た
（
〈
年
報
〉
二
四
四
、
五
頁
参
照
）
。
◇
は
些
か
様
相
を
異
に
し
て
お
り
、

B
型
の
摺
版
で
あ
っ
て
他
の
三
本
と
の
共
有
は
認
め
ら
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
新
彫
で
は
な
い
。
し
か
し
、
先
の
第
二
の
共
通
点
で

あ
っ
た
、
組
版
の
工
程
が
不
規
則
型
で
あ
り
、
複
数
巻
の
平
行
作
製
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
一
致
し
て
い
る
（
〈
年
報
〉

二
四
五
頁
参
照
）
。

　
⑤
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
の
は

　
　
・
⑤
『
尚
書
抄
』
寛
永
元
年
四
月
二
兵
衛
開
板
。
単
辺
一
三
行
。
A
a
型
一
面
、
A
b
型
二
面
。
の
イ
型
↓
日
ロ
型
。

　
　
単
数
巻
継
続
作
製
。

　
　
ゆ
『
明
徳
記
』
寛
永
元
年
五
月
下
旬
開
板
。
単
辺
二
二
行
。
A
a
型
↓
面
、
A
b
型
二
面
。
上
・
下
の
イ
型
、
中
ロ
ニ
型
。

　
　
単
数
巻
継
続
作
製
。
摺
版
三
面
は
総
て
・
⑤
を
襲
用
。

　
　
◇
『
三
体
詩
抄
』
寛
永
三
年
九
月
二
七
日
木
室
二
兵
衛
尉
刊
行
（
刊
記
。
巻
一
之
三
末
）
。
単
辺
↓
六
（
混
一
七
、
一
八
）

　
　
行
。
A
a
型
三
面
。
の
ロ
型
。
単
数
巻
継
続
作
製
。

　
　
⑧
『
職
原
私
抄
』
寛
永
四
年
九
月
二
兵
衛
開
之
。
双
辺
一
二
行
。
B
a
型
三
面
使
用
。
日
イ
型
↓
日
ロ
型
。
単
数
巻
継
続
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抄物雑考（土井）

　
　
　
作
製
。

の
四
本
で
あ
る
。

◇
の
摺
版
全
三
面
が
◇
の
摺
版
全
三
面
と
し
て
襲
用
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
点
は
、
③
グ
ル
ー
プ
で
第
一
の
共
通
点
と
し
て
挙

げ
た
特
徴
と
一
致
す
る
け
れ
ど
も
、
・
①
・
③
は
そ
れ
ぞ
れ
別
種
の
摺
版
を
使
用
し
て
い
て
、
全
同
で
は
な
い
。
他
方
、
第
二
に
挙

げ
た
組
版
の
工
程
は
、
四
本
い
ず
れ
も
の
ロ
型
を
主
体
と
す
る
規
則
型
に
属
し
、
こ
れ
は
◎
グ
ル
ー
プ
と
は
対
立
す
る
工
程
で

の
共
通
点
を
な
し
て
い
る
（
〈
年
報
〉
二
四
二
～
二
四
四
頁
参
照
）
。

　
今
一
本
、
元
和
九
年
玄
佐
開
板
『
錦
繍
段
鋤
』
巻
一
、
二
の
版
式
に
つ
い
て
、
高
羽
五
郎
氏
か
ら
提
供
さ
れ
た
コ
ピ
i
（
巻
三

欠
）
に
拠
っ
て
述
べ
る
（
◇
と
す
る
）
。

　
当
該
本
の
版
式
は
、
A
a
型
一
面
（
●
と
す
る
）
と
A
b
型
六
面
（
初
出
の
順
に
○
△
口
☆
▽
◇
と
す
る
）
と
か
ら
な
り
、
次

頁
に
挙
げ
た
表
一
の
よ
う
に
、
各
巻
五
面
を
使
用
し
、
巻
一
は
↑
イ
型
↓
不
規
則
型
、
巻
二
は
不
規
則
型
↓
↑
ロ
型
と
変
化
し

て
い
て
、
④
⑤
両
グ
ル
ー
プ
に
跨
る
統
一
性
を
欠
く
工
程
と
な
っ
て
い
る
。
結
論
は
完
本
に
よ
る
調
査
を
経
て
か
ら
と
す
る
。

今
一
つ
、
先
に
④
⑤
の
グ
ル
ー
プ
そ
れ
ぞ
れ
で
襲
用
さ
れ
た
摺
版
が
こ
こ
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
大
要
を
表
二
で
示
す
。

　
表
二
で
は
、
襲
用
の
先
後
関
係
の
明
ら
か
な
も
の
を
↓
で
、
保
留
を
ー
で
示
し
た
。
◎
は
A
b
型
で
◇
◇
に
使
用
。
巻
丁
の

数
値
は
初
出
。

　
『
荘
子
抄
』
の
摺
版
に
関
し
て
、
〈
年
報
〉
に
お
い
て
、
「
尚
書
抄
の
二
面
と
同
趣
で
あ
り
、
版
心
の
活
字
も
近
似
す
る
け
れ
ど

も
、
同
一
の
摺
版
は
な
い
」
（
二
四
四
頁
）
と
す
る
判
断
を
下
し
た
が
、
◇
の
調
査
で
表
二
の
よ
う
に
改
め
た
。

　
な
お
、
版
心
と
固
定
し
て
用
い
ら
れ
る
匡
郭
の
上
枠
に
、
ま
ま
差
し
替
え
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
問
わ
な
い
。

　
さ
て
鈴
木
氏
は
⑦
で
、
開
版
者
の
異
な
る
◇
O
の
摺
遣
り
が
◆
に
「
ど
う
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
」
の
説
明
を
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抄物雑考（土井）

◇工程表一

二
巻

●
●
△
□
●
△
□
△
●
□
△
●
□
△
●
□
△
●
□
△
△
▽
□
△
▽
□
△
▽
□
△
▽
□
◇
△
▽
□
◇
▽
△
□
◇
▽

△
△
△
△
△
●
△
●
△
□
●
●
□
□
□
□
□
●
●
□
●
●
□
□
△
●
□
△
●
□
●
△
□
●
□
△
●
□
△
●
□
△

一
巻

●
口
口
●
●
●
●
●
口
●

○
△
O
口
△
口
△
口
△
口
△
☆
口
△
口
△
口
△
口
△
口
△
口
△
口
△
口
☆
☆
口
△
△
△
△
△
口
口
☆
☆
☆
☆
●

序
・
目

●
●
●

巻
　
丁

3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
4
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
8
8
8
8
8

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4

表二　摺版襲用
●O△口☆▽◇◎

◎
序
1
↓
◎
七
1

　
　
　
　
◇
一
3
ー
◇
二
7
5
ー
◇
序
5

▽
序
4
↓
▽
一
7
ー
▽
二
6
4
↓
▽
一

　
　
　
　
　
　
　
　
☆
一
1
2

　
　
　
　
口
五
2
8
ー
口
一
　
　
　
　
　
　
　
　
：
〉
□
序
1

　
　
　
　
△
五
2
9
ー
△
　
2
↓
△

○
序
2
↓
〇
一

　
　
　
　
　
　
　
　
●
序
1
↓
●
一

◇
荘
子
　
◇
錦
繍
　
＾
⑤
尚
書
　
・
⑥
明
徳
　
＾
③
六
軸

求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
〈
年
報
〉
は
裏
張
り

（
原
装
）
に
使
用
さ
れ
て
い
る
事
実
を
報
告
し
た
の

で
あ
っ
て
、
仮
説
を
立
て
た
の
で
は
な
い
。
し
か
る

べ
き
説
明
は
、
こ
の
よ
う
な
事
実
の
積
み
重
ね
が
な

さ
れ
た
上
で
可
能
と
な
ろ
う
。
こ
こ
で
補
っ
た
、

④
⑤
両
グ
ル
ー
プ
の
枠
を
越
え
て
の
摺
版
の
共
用

が
是
認
さ
れ
る
な
ら
ば
、
説
明
に
向
け
て
の
有
力
な

事
実
を
、
一
つ
加
え
た
こ
と
と
な
る
。
説
明
の
な
い

こ
と
は
事
実
の
否
定
に
は
繋
が
ら
な
い
。
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抄物雑考（土井）

　
次
に
、
鈴
木
氏
は
疑
問
A
と
し
て
、
『
荘
子
抄
』
の
少
な
く
と
も
巻
九
、
一
〇
の
印
刷
時
期
を
、
裏
張
り
に
用
い
た
寛
永
三
年

版
『
三
体
詩
抄
』
の
刊
行
時
期
ま
で
遅
ら
せ
る
可
能
性
を
示
さ
れ
た
。
小
論
で
、
下
限
の
論
拠
の
第
一
に
挙
げ
た
の
は
、
『
荘
子

抄
』
の
摺
版
が
寛
永
元
年
刊
『
六
輪
秘
抄
』
に
襲
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
二
本
共
に
複
数
巻
の
平
行
植
字
が
可
能
な
不

規
則
型
で
は
あ
る
が
、
摺
版
の
欠
損
状
況
か
ら
、
『
六
輻
秘
抄
』
の
製
作
は
『
荘
子
抄
』
全
巻
作
製
後
で
あ
っ
た
と
見
な
さ
れ
る
。

加
え
て
、
今
回
示
し
た
よ
う
に
、
『
尚
書
抄
』
へ
の
襲
用
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
一
時
期
で
の
全
巻
作
製
と
見
る
の
が
自

然
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
、
襲
用
さ
れ
た
植
版
の
『
荘
子
抄
』
で
の
最
終
使
用
は
、
〇
一
〇
3
0
、
◇
後
序
2
、
△
五
2
9
、
▽
八
4
3
と

な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
傍
証
に
用
い
た
、
阿
波
国
文
庫
旧
蔵
『
明
徳
記
』
原
表
紙
裏
張
り
の
『
荘
子
抄
』
摺
遣
り
に
は
、
巻
八
も
含
ま
れ
て
い

る
か
ら
、
摺
版
襲
用
が
認
め
ら
れ
ず
、
二
段
階
の
製
作
が
あ
り
得
た
と
し
て
も
、
そ
の
場
合
は
最
低
で
も
巻
八
以
降
と
す
べ
き
で

あ
る
。

　
疑
問
B
と
し
て
指
摘
を
受
け
た
、
『
荘
子
抄
』
の
刊
行
者
を
陰
山
玄
佐
と
す
る
可
能
性
の
根
拠
は
、
先
に
示
し
た
よ
う
に
、
製

作
工
程
の
対
立
す
る
④
⑤
グ
ル
…
プ
に
お
い
て
、
『
荘
子
抄
』
は
玄
佐
刊
行
が
明
ら
か
な
・
③
◇
と
共
に
、
④
グ
ル
ー
プ
に
認
め

ら
れ
る
諸
特
徴
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
特
徴
は
、
二
兵
衛
刊
行
が
明
ら
か
な
・
⑤
・
⑦
・
③
の
属
す
る
⑤
グ
ル
ー
プ
と
は

対
立
関
係
に
あ
る
。
従
っ
て
、
両
者
が
摺
版
や
摺
遣
り
の
授
受
を
行
う
ほ
ど
の
協
力
関
係
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
依
っ
て
、

『
荘
子
抄
』
を
二
兵
衛
の
単
独
乃
至
は
両
者
の
共
同
刊
行
と
す
る
仮
説
を
立
て
る
に
足
る
左
証
と
は
し
難
い
で
あ
ろ
う
。

　
鈴
木
氏
の
提
起
さ
れ
た
疑
問
に
対
す
る
私
見
は
以
上
で
、
前
稿
の
考
察
を
補
強
す
る
に
留
ま
り
、
改
め
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
疑
問
は
、
『
三
体
詩
素
隠
抄
』
に
つ
い
て
の
考
察
で
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
先
に
・
①
と
し
て
取
り
挙
げ
た
寛
永
三
年

版
の
製
作
工
程
に
つ
い
て
も
、
既
に
く
年
報
V
で
触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
今
改
め
て
摺
版
三
面
（
●
■
▲
と
す
る
）
の
配
列
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抄物雑考（土井）

を
記
す
。

　
架
蔵
本
に
拠
る
。
巻
名
は
版
心
の
巻
名
を
用
い
る
。
（
×
幾
）
は
直
上
傍
線
部
の
反
復
植
字
回
数
を
示
す
。

　
三
体
詩
起
●
■
●
▲
■
（
×
4
）
計
一
四
丁
　
　
三
体
絶
句
一
圏
●
▲
（
×
3
）
■
▲
●
（
×
1
0
）
■
▲
▲
●
■
（
×
3
）
▲

●
▲
■
（
×
4
）
●
▲
計
⊥
ハ
五
丁
　
　
三
体
絶
句
二
●
■
■
●
▲
（
×
4
）
■
●
■
▲
（
×
4
）
▲
●
（
×
2
）
▲
▲
●
■
（
×

2
）
▲
■
●
（
×
4
）
計
五
〇
丁
　
　
三
体
絶
句
三
▲
●
圏
（
×
1
1
）
▲
●
▲
■
（
×
5
）
●
▲
計
五
一
丁
　
　
三
体
絶
句
四
●

■
▲
●
■
●
■
▲
■
■
■
●
■
●
■
▲
（
×
2
）
●
▲
■
（
×
1
2
）
●
計
五
六
丁
　
　
三
体
詩
二
（
之
）
上
●
■
▲
（
×
1
5
）
●

■
計
四
七
丁
　
　
三
体
詩
二
之
二
▲
●
■
（
×
7
）
▲
●
計
二
三
丁
　
　
三
体
詩
二
之
三
■
▲
●
（
×
1
9
）
圏
計
五
八
丁
　
　
三
体

詩
二
之
四
▲
●
■
（
×
1
7
）
▲
●
計
五
三
丁
　
　
三
体
詩
三
之
］
■
▲
●
（
×
3
）
▲
●
■
（
×
2
4
）
計
八
一
丁
　
　
三
体
詩
三
之

二
▲
●
■
（
x
9
）
▲
計
二
八
丁
　
　
三
体
詩
三
之
三
●
■
▲
（
×
1
5
）
●
計
四
六
丁
　
　
三
体
詩
三
之
四
■
●
▲
（
×
1
1
）
■
●

■
▲
（
×
2
）
●
計
四
一
丁
　
　
三
体
詩
三
之
五
■
▲
●
（
×
3
）
■
▲
圏
●
（
×
1
1
）
▲
■
▲
●
（
×
3
）
■
●
計
五
五
丁

　
右
の
製
作
工
程
は
、
版
心
の
活
字
差
替
え
や
魚
尾
の
損
傷
度
合
な
ど
か
ら
、
起
↓
七
律
（
二
之
上
～
四
）
↓
五
律
（
三
之
一
～

五
）
↓
七
絶
と
推
定
さ
れ
、
律
が
巻
の
順
に
添
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
絶
句
は
、
摺
版
■
の
版
心
の
書
名
が
、
三
及
び
四
5
5
で

「
三
体
句
絶
」
と
顛
倒
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
一
↓
二
↓
四
↓
三
の
順
に
植
字
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
絶
句
三
の
巻

末
に
あ
る
刊
記
は
、
全
巻
完
成
時
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
は
不
自
然
で
は
な
い
（
〈
年
報
〉
二
四
三
頁
）
。
個
別
の
事
情

は
兎
も
角
と
し
て
、
巻
順
に
則
ら
な
い
植
字
は
希
有
な
事
例
で
は
な
い
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
鈴
木
氏
は
、
巻
順
に
則
っ
た
植
字
を
前
提
に
、
全
巻
の
「
刊
行
の
終
了
は
寛
永
三
年
を
越
え
て
い
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
」
（
《
叢
考
》
一
四
九
頁
）
と
さ
れ
た
が
、
私
見
が
否
定
さ
れ
な
い
限
り
、
従
え
な
い
見
解
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
語
日
本
文
学
科
　
教
授
）

一95　一
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1
㊤
㊦
1

『
三
体
詩
素
隠
抄
』
摺
版
の
推
移

■
●
▲
の
順

職
脚
㎞
樋
瀞
斜
二

寛
鴛
三
丙
寅
季
欝
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
障
．
’

福
山
園
眩
娠
樗
皇
（

　
榊
遡
曇
魯

五
‘
　
　
　
．
i
慰

繍
瀦
羅
、


